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ジ
ョ
ナ
サ
ン
・

ス
ウ
ィ
フ
ト
と
医
師
た
ち

　
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
時
代
（
ニ
ハ
六
七
－
一
七
四

五
）
の
イ
ギ
リ
ス
の
医
学
は
旧
態
然
と
し
て
い
て
、
内
科
・
外
科

と
も
に
医
療
の
進
歩
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
医
学
の
停
滞
の
時
代
」
に
み
る
べ

き
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
に
、
医
療
従
事
者
の
組
織
の

発
達
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
は
十
六
世
紀
前
半
以
来
王
立
ロ
ン
ド

ン
医
師
会
（
↓
訂
刃
O
着
一
〇
〇
＝
品
Φ
9
雲
｝
ω
巨
昌
ω
O
｝

－
o
己
昌
）
（
以
下
R
C
P
）
と
床
屋
外
科
医
組
合
（
↓
ぎ

C
目
旨
①
旦
O
O
H
目
り
印
■
く
O
↓
｝
印
『
σ
①
『
ω
｝
目
q
ω
O
『
σ
q
①
o
＝
ω
）
　
と
い
・
つ

二
つ
の
組
織
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
内
科
と
外
科
の
医
療
お
よ
び

医
師
の
任
免
を
司
ウ
て
い
た
。
十
七
世
紀
に
は
医
師
会
に
従
属
す

る
組
織
と
し
て
薬
店
主
組
合
が
認
可
さ
れ
、
十
八
世
紀
半
ば
に
は

外
科
医
が
床
屋
外
科
医
組
合
か
ら
分
離
し
た
。
王
立
外
科
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
　
　
沼
　
　
克
　
　
美

が
組
織
と
し
て
成
立
し
た
の
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
一
七
七

八
年
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
一
七
八
四
年
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
八

　
　
　
　
（
1
）

○
○
年
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
時
代
が
医
療
の

専
門
化
・
分
業
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

制
度
史
か
ら
も
わ
か
る
。
第
二
に
、
博
愛
主
義
的
気
運
の
高
ま
り

と
関
連
し
た
病
院
設
立
の
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
一
七
〇
〇
年
の
時
点

で
の
病
院
の
数
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
三
つ
、
ダ
ブ
リ
ン
で
一
つ
に
過

ぎ
な
か
っ
た
の
が
、
世
紀
の
半
ば
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
九
つ
と
八
つ

　
　
　
　
（
2
）

に
増
え
て
い
る
。
新
設
さ
れ
た
病
院
の
多
く
が
個
人
の
発
案
と
寄

付
に
よ
る
私
設
病
院
（
く
O
－
…
S
q
ぎ
ω
旦
董
）
で
あ
る
点
が
目

に
つ
く
が
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
ダ
ブ
リ
ン
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
動

き
の
推
進
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
第
三
点
と
し
て
、
本
職
の
医

業
に
劣
ら
ず
他
の
分
野
－
政
治
・
文
学
・
科
学
・
博
物
学
な
ど
－
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（19）　ジョナサン・スウィフトと医師たち

で
も
活
躍
し
た
医
師
た
ち
が
多
い
こ
と
が
、
こ
の
時
代
の
特
徴
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
哲
学
者
ジ
目
ン
・
ロ
ッ
ク
が
そ
の
最
た
る
例

で
あ
る
が
、
一
般
的
知
名
度
に
お
い
て
は
劣
る
に
し
て
も
、
こ
の

時
代
の
医
者
た
ち
は
人
材
が
豊
富
で
あ
る
。

　
以
上
の
点
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
生
涯
を
み
る

と
き
、
冷
徹
な
知
性
を
も
っ
た
厭
世
的
風
刺
家
と
い
う
既
成
の
イ

メ
ー
ジ
は
少
な
か
ら
ず
変
更
を
余
儀
在
く
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
科
学
革
命
か
ら
商
業
革
命
そ
し
て
産
業
革
命
へ
と
移
行
し
つ

つ
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
の
時
代
の
一
味
違
う
側
面
も
垣
間
見
え
て

く
る
で
あ
ろ
う
。

メ
ニ
エ
ル
症
候
群

　
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
、
宿
痢
と
も
い
う
べ
き
目
ま
い
と
難
聴
に
悩
ま

さ
れ
続
け
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
ス
ウ
ィ
フ

ト
の
書
簡
の
中
に
み
ら
れ
る
こ
の
病
気
へ
の
最
初
の
言
及
は
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

が
四
一
歳
の
と
き
（
一
七
〇
八
／
九
年
）
の
も
の
だ
が
、
最
初
に

こ
の
病
気
に
襲
わ
れ
た
の
は
ず
っ
と
若
い
頃
で
、
一
六
八
九
／
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

○
年
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
二
二
歳
の
頃
で
あ
る
。
書
簡
集
に
は
二
つ

の
症
状
に
関
す
る
記
述
が
彩
し
い
が
、
最
初
の
発
症
か
ら
三
八
年

も
経
た
後
に
、
目
ま
い
の
原
因
が
リ
ン
ゴ
（
o
q
o
巨
雪
旦
署
ヲ
）

の
食
べ
過
ぎ
だ
っ
た
と
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
述
ぺ
て
い
る
の
は
興
味
深

い
。
彼
に
と
っ
て
こ
の
出
来
事
は
、
一
生
重
く
の
し
か
か
っ
た
持

病
の
起
源
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
心
理

的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
イ
ヴ
の
原
罪
と
大
食
と
い
う
キ
リ
ス
ト

教
の
七
大
罪
の
ひ
と
つ
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ス
ウ

ィ
フ
ト
の
作
晶
が
初
め
て
活
字
に
な
っ
た
の
は
、
一
六
九
〇
年
の

『
ア
テ
ネ
協
会
に
捧
げ
る
オ
ー
ド
』
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
作
家
と

し
て
の
経
歴
と
病
歴
と
は
、
出
発
点
に
お
い
て
奇
し
く
も
ほ
ぼ
一

致
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
目
ま
い
と
難
聴
を
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
原
因
に

よ
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
後
世
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
研
究
に
よ
っ

て
、
こ
の
病
気
は
「
メ
ニ
ヱ
ル
症
候
群
」
と
よ
ぱ
れ
る
内
耳
の
疾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

患
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
メ
ニ
エ
ル
症
候
群
は
、
十
九

世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
耳
科
医
（
？
o
名
雪
…
9
華
①
）
（
一
七
九

九
－
一
八
六
二
）
の
名
に
因
ん
で
い
る
。
目
ま
い
と
難
聴
の
二
つ

の
症
状
が
、
単
一
の
原
因
に
よ
る
と
い
う
考
え
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト

の
時
代
に
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
患
者
ス
ウ
ィ
フ
ト
に

は
認
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、

一
七
三
三
年
、
友
人
へ
の
手
紙
の
中
で
こ
う
い
っ
て
い
る
。
「
こ

こ
［
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
］
の
医
者
た
ち
は
私
の
二
つ
の
病
気
の
原
因
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に
は
つ
な
が
り
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
だ
が
、
い
つ
も
そ
う
と

は
限
ら
な
い
ん
だ
。
と
い
う
の
は
、
一
方
が
な
く
な
っ
て
も
、
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

う
片
方
が
残
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
の
で
ね
」
。
メ
ニ
エ
ル
症
候
群

の
原
因
論
が
確
立
さ
れ
た
の
が
十
九
世
紀
半
ば
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
な
ら
ば
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
医
者
の
意
見
を
信
用
し
な
か
っ
た

と
し
て
も
無
理
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ス
ウ
ィ
フ
ト
と
医
師
た
ち

回
ン
ド
ン
時
代
（
一
七
〇
〇
1
一
七
二
二
）

　
『
ス
テ
ラ
ヘ
の
書
簡
』
（
一
七
一
〇
1
一
七
二
二
）
を
書
い
た
頃

の
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
ト
ー
リ
ー
党
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
家
と
し
て
、

ま
た
、
匿
名
で
出
版
さ
れ
た
傑
作
調
刺
『
桶
物
語
』
（
一
七
〇
四
）

の
作
者
と
し
て
、
既
に
ロ
ン
ド
ン
の
文
壇
・
社
交
界
で
は
有
名
人

で
あ
っ
た
。
ト
ー
リ
ー
党
の
領
柚
ロ
バ
ー
ト
・
ハ
ー
リ
ー
と
親
し

か
っ
た
し
、
宮
廷
に
も
出
入
り
し
て
い
た
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
の
著

名
な
医
師
た
ち
に
接
す
る
機
会
も
増
し
た
。
基
本
的
に
、
こ
の
時

期
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
ト
ー
リ
ー
・
サ
ー
ク
ル
を
中
心
に
交
流
し
て

お
り
、
こ
の
こ
と
は
医
師
た
ち
と
の
交
流
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

一
七
一
〇
年
九
月
二
九
日
付
の
ス
テ
ラ
ヘ
の
手
紙
の
中
で
ス
ウ
ィ

フ
ト
は
記
し
て
い
る
。
「
私
の
耳
に
関
す
る
ど
ん
な
婦
人
の
助
言

も
二
ペ
ン
ス
の
意
味
も
も
た
な
い
が
、
君
に
し
た
が
づ
て
コ
バ
ー

ン
医
師
を
訪
ね
よ
う
と
思
う
。
ラ
ド
ク
リ
フ
は
知
ら
な
い
し
、
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
〕

ー
ナ
ー
ド
に
は
会
づ
た
こ
と
が
な
い
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
パ
ー
ン
（
ミ
…
す
目
0
8
＝
旨
冒
）
（
ニ
ハ

六
九
－
一
七
三
九
）
は
後
述
す
る
ア
ー
バ
ス
ノ
ッ
ト
と
同
じ
く
、

■
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
た
際
に
よ
く
訪
ね
た
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
人
の
医
師
で
あ
る
。
准
男
爵
の
次
男
に
生
ま
れ
、
エ
デ

ィ
ン
バ
ラ
大
学
で
修
士
号
を
取
得
し
た
後
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
医

学
博
士
号
を
得
る
。
R
C
P
の
認
定
を
受
け
た
後
海
軍
軍
医
を
勤

め
る
。
当
時
水
兵
が
よ
く
か
か
っ
た
赤
痢
の
特
効
薬
の
発
明
に
よ

づ
て
富
と
名
声
を
得
た
。
開
業
医
と
し
て
も
成
功
し
た
。
晩
年
に

は
グ
リ
ニ
ッ
チ
病
院
院
長
と
な
っ
た
。

　
ジ
ョ
ン
ニ
フ
ド
ク
リ
フ
（
－
o
葦
カ
ぎ
〇
一
奉
①
）
（
ニ
ハ
五
0
1

一
七
一
四
）
は
ロ
ン
ド
ン
で
最
も
高
名
か
つ
裕
福
な
医
師
だ
っ
た
。

ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
生
れ
で
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
医
学

博
士
号
を
取
り
フ
ェ
ロ
ー
と
な
っ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
に
出
て
開
業

医
と
し
て
成
功
し
、
財
産
を
築
い
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
の
侍
医

を
勤
め
た
ほ
か
、
ア
ン
女
王
の
医
師
で
も
あ
っ
た
。
機
知
に
富
ん

だ
会
話
の
名
手
だ
う
た
の
で
人
気
が
あ
っ
た
が
、
同
じ
医
者
仲
間

の
ア
i
バ
ス
ノ
ッ
ト
や
詩
人
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ポ
ー
プ
に
は
風
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（21）　ジョナサン・スウィフトと医師たち

刺
作
品
の
中
で
郡
楡
さ
れ
て
い
る
。
儲
け
の
強
い
医
者
と
い
う
の

は
当
時
も
今
も
悪
い
医
者
め
ひ
と
つ
の
典
型
だ
が
、
ラ
ド
ク
リ
フ

も
世
聞
か
ら
は
そ
の
よ
う
に
み
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
薬
店
主
た
ち

と
結
託
し
て
、
患
者
を
診
も
し
な
い
で
処
方
菱
を
書
い
て
い
た
と

い
う
説
が
あ
る
。
こ
れ
が
本
当
だ
ウ
た
と
す
る
と
、
ラ
ド
ク
リ
フ

は
R
C
P
の
方
針
に
反
し
た
不
正
な
医
療
行
為
を
し
て
い
た
こ
と

に
な
り
、
風
刺
家
た
ち
の
憤
り
に
は
正
当
な
根
拠
が
あ
っ
た
と
い

え
る
。
事
の
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
が
、
施
薬
院
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
後
述
）
に
ラ
ド
ク
リ
フ
が
反
対
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
、
彼

に
と
う
て
不
利
な
状
況
証
拠
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
結
局
、
ス
テ
ラ
の
助
言
に
し
た
が
っ
て
ラ
ド
ク

リ
フ
に
診
て
も
ら
い
、
ま
た
、
彼
が
処
方
し
た
薬
を
飲
ん
だ
が
、

医
師
と
し
て
の
ラ
ド
ク
リ
フ
に
対
し
て
は
特
に
苦
言
を
呈
し
て
も

い
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
、
彼
の
医
術
を
高
く
評
価
し
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
と
っ
て
ラ
ド
ク
リ
フ
は
、
特
に
ハ

ー
リ
ー
の
暗
殺
未
遂
事
件
と
の
関
連
で
記
憶
に
残
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
よ
れ
ば
、
ハ
ー
リ
ー
は
「
胸
部
中
央
、

剣
状
軟
骨
（
o
ミ
ミ
轟
o
§
り
さ
§
邑
の
上
約
四
分
の
一
イ
ン

　
　
　
（
9
）

チ
の
と
こ
ろ
」
を
ペ
ン
ナ
イ
フ
で
刺
さ
れ
た
。
命
に
別
状
は
な
か

づ
た
が
、
療
養
中
に
担
当
外
科
医
を
ラ
ド
ク
リ
フ
の
「
気
紛
れ
」

の
せ
い
で
、
自
分
の
お
抱
え
の
外
科
医
に
代
え
ら
れ
た
の
で
、
ち

ゃ
ん
と
世
話
し
て
も
ら
ウ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
ス
ウ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

フ
ト
は
心
配
し
て
い
る
。

　
医
師
と
し
て
の
ラ
ド
ク
リ
フ
は
、
理
論
よ
り
も
経
験
を
重
ん
じ

る
タ
イ
プ
と
い
わ
れ
、
こ
の
点
で
は
十
七
世
紀
後
半
の
オ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
学
派
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
こ
の
一

派
は
、
『
脳
解
剖
』
（
ニ
ハ
六
四
一
英
訳
ニ
ハ
八
四
）
な
ど
の
著
作

で
有
名
な
ト
マ
ス
・
ウ
ィ
リ
ス
を
中
心
と
し
、
門
下
生
に
は
ト
マ

ス
・
シ
ド
ナ
ム
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ウ
ア
ー
、
ジ
目
ン
・
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

な
ど
鐸
々
た
る
メ
ン
パ
ー
が
い
た
。
ラ
ド
ク
リ
フ
は
ト
ー
リ
ー
党

の
国
会
議
員
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
る
が
、
生
涯
独
身
で
、
莫
大
な

財
産
は
遺
言
に
よ
っ
て
母
校
と
英
国
の
医
療
の
た
め
に
役
立
て
ら

れ
た
。
彼
の
遺
産
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

掌
の
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
医
学
フ
ェ
ロ
i
職
、
彼

の
名
を
冠
し
た
同
大
学
に
今
も
残
る
病
院
・
図
書
館
一
天
文
台
、

そ
れ
に
ロ
ン
ド
ン
の
聖
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
病
院
の
増
築
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蜆
）

　
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
パ
ー
ナ
ー
ド
（
o
ブ
彗
示
ω
｝
①
；
彗
邑
）
（
ニ
ハ

五
〇
1
一
七
一
〇
）
は
ク
ロ
イ
ド
ン
出
身
の
外
科
医
で
あ
る
。
ヘ

ン
リ
ー
・
ブ
ー
ン
の
徒
弟
と
し
て
修
業
し
た
後
、
床
屋
外
科
医
組
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合
に
加
入
し
、
監
察
官
後
に
会
長
と
な
る
。
ア
ン
女
王
の
宮
廷
外

科
医
も
勤
め
た
。
『
国
民
伝
記
事
典
』
s
竃
）
に
よ
る
と
、
パ

ー
ナ
ー
ド
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
友
人
だ
っ
た
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
根
拠
に
基
づ
く
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
彼
は
不
必
要
な
手
術

を
し
な
い
良
心
的
か
つ
優
秀
な
外
科
医
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
博

学
な
収
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
パ
ー
ナ

ー
ド
の
死
後
に
開
か
れ
た
蔵
書
の
オ
ー
ク
シ
目
ン
に
何
度
か
出
か

け
て
本
を
買
っ
て
い
る
。
新
旧
学
問
論
争
に
お
い
て
は
ス
ウ
ィ
フ

ト
の
敵
側
の
陣
営
の
ひ
と
り
だ
づ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ッ
ト
ン
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
咀
）

「
大
変
博
学
で
高
名
な
ロ
ン
ド
ン
の
外
科
医
」
バ
ー
ナ
ー
ド
に
、

近
代
の
医
学
に
関
し
て
教
え
を
乞
う
た
と
記
し
て
い
る
。
兄
フ
ラ

ン
シ
ス
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
ニ
世
の
侍
医
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
語
学
に

秀
で
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
同
様
立
派
な
蔵
書
を
持
っ
て
い
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
時
代
の
み
な
ら
ず
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
最
も
親
し
く
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

き
合
っ
た
友
人
の
ひ
と
り
が
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
バ
ス
ノ
ッ
ト

（
旨
巨
＞
H
巨
乎
目
g
）
（
ニ
ハ
六
七
－
一
七
三
五
）
で
あ
る
。
ス

ウ
ィ
フ
ト
は
概
し
て
ス
コ
ソ
ト
ラ
ン
ド
人
が
嫌
い
だ
っ
た
が
、
前

述
の
コ
バ
ー
ン
と
ア
ー
パ
ス
ノ
ッ
ト
の
ふ
た
り
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
出
身
の
医
師
た
ち
は
例
外
で
あ
っ
た
。
ア
ー
バ
ス
ノ
ヅ
ト
は
キ

ン
カ
ー
デ
ィ
ン
州
ア
ー
パ
ス
ノ
ッ
ト
生
れ
で
、
ア
パ
デ
ィ
ー
ン
の

マ
ー
シ
ャ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
に
学
ん
だ
後
上
京
し
、
学
の
あ
る
反
物

商
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
イ
ト
の
も
と
に
寄
宿
し
な
が
ら
、
数
学
の
家

庭
教
師
な
ど
を
し
て
い
た
。
そ
の
後
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
も

学
ん
だ
が
、
医
学
博
士
号
を
取
得
し
た
の
は
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
ル

ー
ズ
大
学
で
あ
る
。

　
ア
ー
バ
ス
ノ
ッ
ト
の
知
的
関
心
は
広
く
、
古
代
口
ー
マ
の
コ
イ

ン
や
メ
ダ
ル
、
サ
イ
コ
ロ
・
ゲ
ー
ム
や
ト
ラ
ン
プ
に
関
連
し
た
確

率
論
、
食
餌
お
よ
ぴ
気
候
と
健
康
に
関
す
る
学
問
的
著
作
の
ほ
か
、

風
刺
家
と
し
て
の
彼
の
名
を
決
定
づ
け
た
『
ジ
目
ン
・
ブ
ル
物

語
』
（
一
七
二
一
）
と
呼
ぱ
れ
る
一
連
の
ト
ー
リ
ー
党
支
持
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
そ
し
て
、
ポ
ー
プ
と
の
共
作
風
刺
『
マ
ー
タ
イ
ナ

ス
・
ス
ク
リ
ブ
リ
ー
ラ
ス
物
語
』
（
一
七
四
一
）
を
書
い
た
。
ア

ー
バ
ス
ノ
ッ
ト
は
一
七
〇
四
年
に
王
立
協
会
、
一
七
一
〇
年
に
は

R
C
P
の
会
員
と
な
る
。
R
C
P
で
は
一
七
二
七
年
に
名
誉
あ
る

ハ
ー
ヴ
ィ
ー
講
演
の
演
者
を
勤
め
た
。

　
ア
ー
パ
ス
ノ
ッ
ト
は
温
厚
な
人
柄
で
ユ
ー
モ
ア
に
富
み
、
彼
の

機
知
は
そ
の
名
手
ス
ウ
ィ
フ
ト
で
さ
え
も
一
目
置
い
た
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
ま
た
彼
は
、
知
的
な
ユ
ー
モ
リ
ス
ト
と
い
う
点
で
う
ま
が

合
う
親
友
で
あ
り
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
最
も
信
頼
す
る
医
師
で
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

っ
た
。
「
術
に
は
通
じ
て
い
る
が
商
売
は
知
ら
な
い
」
と
ス
ウ
ィ
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フ
ト
が
あ
る
詩
の
中
で
ア
ー
バ
ス
ノ
ッ
ト
を
描
写
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
と
っ
て
医
師
に
対
す
る
最
大
の
賛
辞
で
あ

る
。
人
間
嫌
い
ス
ウ
ィ
フ
ト
と
い
う
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
イ
メ

ー
ジ
は
、
少
な
か
ら
ず
風
刺
家
と
私
人
と
の
混
同
か
ら
生
じ
て
い

る
が
、
そ
の
よ
う
な
誤
解
は
ア
ー
バ
ス
ノ
ッ
ト
ヘ
の
書
簡
を
読
め

ぱ
解
け
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
「
世
の
中
に
ア
ー
バ
ス

ノ
ッ
ト
の
よ
う
な
人
間
が
十
人
も
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
旅
行
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

［
『
ガ
リ
ウ
ァ
ー
旅
行
記
』
］
な
ん
か
焼
き
捨
て
る
の
に
」
と
い
う

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
こ
と
ぱ
は
、
苛
烈
な
調
刺
家
の
内
面
を
吐
露
す
る

も
の
と
し
て
記
憶
に
留
め
た
い
。

　
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
会
食
す
る
仲
で
あ
っ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ガ
ー
ス

（
蟹
昌
亮
一
Ω
彗
亭
）
（
一
六
六
一
－
一
七
一
九
）
は
ホ
イ
ソ
グ
の

医
師
で
あ
る
。
善
良
な
人
柄
と
詩
才
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
そ

う
で
も
な
け
れ
ば
、
ト
ー
リ
ー
政
府
に
通
じ
て
い
た
ス
ウ
ィ
フ
ト

の
お
眼
鏡
に
は
叶
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ガ
ー
ス
は
ヨ
ー
ク
シ
ャ

ー
生
れ
で
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
ピ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
で

医
学
博
士
号
を
取
づ
た
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
臨
床
医
学
で
は
屈

指
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
と
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
オ
ー
ル
・
ソ
ウ
ル
ズ

に
学
ん
で
い
る
。
R
C
P
会
員
に
な
っ
た
後
、
陸
軍
軍
医
と
し
て

働
き
、
陸
軍
大
将
モ
ー
ル
バ
ラ
公
の
侍
医
を
勤
め
た
。
ジ
目
ー
ジ

一
世
の
即
位
時
に
は
陸
軍
軍
医
総
監
に
任
命
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
ガ
ー
ス
の
文
名
を
決
定
づ
け
た
の
は
『
施
薬
院
』
（
§
雨
皇
吻
・

㌧
§
竃
ミ
）
（
ニ
ハ
九
九
）
と
い
う
擬
英
雄
詩
だ
っ
た
。
こ
の
詩
は

一
七
四
一
年
ま
で
に
十
の
版
を
数
え
る
ほ
ど
よ
く
読
ま
れ
た
が
、

当
時
の
多
く
の
風
刺
詩
同
様
、
時
事
的
言
及
に
満
ち
て
い
る
た
め
、

今
日
ま
で
普
遍
的
な
文
学
的
評
価
を
保
っ
て
い
る
と
は
い
い
が
た

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
医
療
史
と
の
関
連
で
い
え
ぱ
記
憶
に
留
め

る
べ
き
作
晶
で
あ
る
。
詩
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
薬
を
買

う
経
済
的
余
裕
の
な
い
貧
し
い
人
々
の
た
め
の
施
薬
機
関
の
設
立

を
巡
る
R
C
P
の
内
紛
で
あ
る
。

　
R
C
P
は
十
六
世
紀
以
来
医
師
の
資
格
審
査
、
医
療
行
為
の
監

督
、
薬
品
の
晶
質
管
理
を
統
括
し
て
き
た
が
、
こ
れ
よ
り
百
年
遅

れ
て
で
き
た
薬
店
主
組
合
は
、
薬
の
製
造
と
販
売
を
特
権
と
し
て

認
め
ら
れ
て
は
い
た
が
、
機
構
的
に
は
R
C
P
に
従
属
し
て
い
た
。

：
ハ
七
五
年
、
R
C
P
は
貧
民
を
無
償
で
診
療
し
彼
ら
に
対
し
て

最
低
の
価
格
で
薬
を
与
え
る
案
を
可
決
し
た
の
だ
が
、
そ
の
た
め

に
は
薬
店
主
組
合
の
了
解
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
の
案
は
ニ
ハ
八
七

年
に
再
度
確
認
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
は
薬
店
主
組
合
の
抵
抗
に

あ
っ
た
。
薬
店
主
は
医
師
の
処
方
に
し
た
が
う
て
患
者
に
薬
を
売

る
の
が
原
則
だ
っ
た
が
、
こ
の
原
則
が
必
ず
し
も
守
ら
れ
て
い
た
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わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
緊
急
を
要
す
る
よ
う
な
患
者

の
場
合
、
処
方
菱
が
必
要
な
医
師
が
捕
ま
ら
な
い
こ
と
が
往
々
に

し
て
あ
っ
た
の
で
、
薬
店
主
は
自
分
の
判
断
で
、
以
前
に
経
験
し

た
似
た
よ
う
な
症
状
に
対
す
る
処
方
を
流
用
す
る
と
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
実
質
的
に
は
医
師
の
業
務
の
代
行
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
不
当
に
利
益
を
得
て
い
た
薬
店
主
が
少
な
く
な
か
っ

た
と
い
わ
れ
る
。

　
＝
ハ
九
九
年
、
薬
店
主
組
合
の
協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
R
C

P
側
は
、
施
薬
院
プ
ラ
ン
の
賛
同
者
た
ち
が
銘
々
十
ポ
ン
ド
を
拠

出
し
て
基
金
を
設
け
る
と
い
う
新
た
な
合
意
に
達
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
R
C
P
内
部
に
こ
の
案
に
対
す
る
根
強
い
反
対
論
が
あ

っ
た
。
反
対
派
は
、
新
案
が
医
師
会
と
薬
店
主
組
合
の
対
立
を
決

定
的
に
し
、
何
よ
り
も
患
者
を
紹
介
し
て
く
れ
る
薬
店
主
た
ち
を

敵
に
回
す
こ
と
に
よ
う
て
商
売
に
支
障
を
来
す
の
で
は
な
い
か
と

主
張
し
た
。
ガ
ー
ス
が
『
施
薬
院
』
を
書
い
た
の
は
、
反
対
派
の

医
師
た
ち
を
「
面
白
お
か
し
く
椰
楡
す
る
」
（
邑
ξ
）
こ
と
に

よ
っ
て
義
務
感
に
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
で
あ
づ
た
。

　
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
『
桶
物
語
』
と
『
書
物
戦
争
』
（
一
七
〇
四
）

は
、
新
旧
論
争
の
風
刺
に
よ
る
調
停
と
い
う
構
図
と
、
後
者
に
お

け
る
擬
英
雄
詩
的
ス
タ
イ
ル
の
採
用
と
い
う
点
で
ガ
ー
ス
に
倣
う

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
わ
れ
る
。

　
ロ
ン
ド
ン
時
代
に
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
親
し
く
し
た
医
師
と
し
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎎
）

う
ひ
と
り
ジ
ョ
ン
・
フ
レ
ン
ド
（
－
o
ブ
自
睾
①
ヲ
庄
）
（
ニ
ハ
七
五

－
一
七
二
八
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
フ
レ
ン
ド
は
ノ
ー
サ
ン
プ
ト
ン

州
の
牧
師
の
家
に
生
ま
れ
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
校
か
ら
オ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
進
学
し

た
。
彼
が
在
籍
し
た
当
時
の
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
に
は
、
新

旧
論
争
の
中
の
ひ
と
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
フ
ァ
ラ
リ
ス
論
争

に
お
い
て
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
古
典
学
者
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ベ
ン
ト

リ
ー
に
対
抗
し
て
古
代
派
を
擁
護
し
た
一
派
が
い
た
。
ス
ウ
ィ
フ

ト
は
神
学
博
士
号
を
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
取
ウ
て
い
る
が
、
そ
の

際
に
こ
の
一
派
と
交
流
が
あ
っ
た
。
フ
レ
ン
ド
の
指
導
教
官
の
ひ

と
り
は
、
後
に
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
陰
謀
事
件
（
一
七
二
一
二
年
）
で
連

座
す
る
こ
と
に
な
る
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
主
教
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ア
タ
ベ

リ
ー
で
あ
っ
た
。
大
学
を
出
た
後
、
フ
レ
ン
ド
は
従
軍
医
師
と
し

て
ピ
ー
タ
パ
ラ
侯
や
オ
ー
モ
ン
ド
公
の
大
陸
遠
征
に
同
行
し
、
ス

ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
な
ど
に
赴
い
た
。
フ
レ

ン
ド
は
王
立
協
会
お
よ
ぴ
R
C
P
の
会
員
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
陸
軍

軍
医
総
監
の
ほ
か
、
国
会
議
員
も
勤
め
た
。
主
著
『
医
学
史
』

（
一
七
二
五
年
）
は
ア
タ
ベ
リ
ー
事
件
で
ロ
ン
ド
ン
塔
に
幽
閉
さ
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れ
た
間
に
書
か
れ
、
長
い
間
そ
の
分
野
の
古
典
と
し
て
高
い
評
価

を
得
た
。
．
兄
の
ロ
バ
ー
ト
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
校
の
校
長
に

な
っ
た
人
物
だ
が
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
と
同
い
年
で
親
し
か
ウ
た
。

　
ス
ウ
ィ
フ
ト
と
交
流
は
な
か
っ
た
が
著
名
な
回
ン
ド
ン
の
医
師

た
ち
を
何
人
か
挙
げ
て
お
く
。

リ
チ
ャ
ー
ド
ニ
ミ
ー
ド
（
雪
o
ぎ
己
ζ
o
ぎ
）
（
一
六
七
三
－
一

七
五
四
）

　
ア
ン
女
王
と
ジ
ョ
ー
ジ
一
世
の
宮
廷
侍
医
。
ラ
ド
ク
リ
フ
の
死

後
、
ロ
ン
ド
ン
の
上
流
階
級
の
間
で
最
も
人
気
の
あ
る
医
師
と
な

る
。
ユ
ト
レ
ヒ
ト
、
ラ
イ
デ
ン
、
パ
ド
ヴ
ァ
な
ど
の
大
学
で
医
学

や
古
典
学
を
学
ん
だ
。
当
代
一
の
古
典
学
者
ベ
ン
ト
リ
ー
や
前
述

の
フ
レ
ン
ド
と
親
し
か
う
た
。
王
立
協
会
・
R
C
P
会
員
。
顔
が

広
く
、
党
派
を
問
わ
ず
に
彼
の
コ
ネ
が
頼
ら
れ
た
が
、
ス
ウ
ィ
フ

ト
も
一
度
ミ
ー
ド
に
頼
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
友
人
パ
ー
パ
ー
夫
人

の
子
が
医
者
を
志
し
た
と
き
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
ミ
ー
ド
に
仲
介
を

頼
み
、
そ
の
お
礼
に
ダ
プ
リ
ン
版
ス
ウ
ィ
フ
ト
全
集
（
一
七
三
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

1
一
七
四
一
）
を
献
呈
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
世

話
し
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
・
バ
ー
バ
ー
は
、
後
に
ア
イ
ル
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ド
医
師
会
の
薬
学
・
本
草
学
教
授
お
よ
び
会
長
に
な
っ
た
。

サ
ー
・
ハ
ン
ス
・
ス
ロ
ウ
ン
（
ω
守
＝
印
畠
o
o
－
g
目
Φ
）
（
一
六
六

○
－
一
七
五
三
）

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ウ
ン
州
生
れ
。
パ
リ
、
モ
ン
ペ
リ
エ
で
医

学
を
学
び
、
オ
ラ
ン
ジ
ュ
、
オ
ク
ス
フ
才
ー
ド
両
大
学
で
医
博
。

王
立
協
会
・
R
C
P
会
員
。
王
立
協
会
を
中
心
と
し
た
英
国
の
科

学
者
た
ち
と
広
く
交
流
し
た
。
ほ
か
の
科
学
者
た
ち
と
違
う
の
は
、

英
領
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
総
督
付
き
の
医
師
と
し
て
赴
任
し
た
こ
と
が

あ
り
、
彼
の
地
・
か
ら
博
物
学
的
知
識
と
大
量
の
標
本
を
持
ち
帰
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
開
業
医
と
し
て
得
た
莫
大
な
財
産
は
、
彼
の
蔵

書
と
様
々
な
標
本
の
収
集
を
増
大
さ
せ
た
が
、
こ
れ
ら
は
後
に
遺

言
に
よ
っ
て
国
家
に
寄
付
さ
れ
、
大
英
博
物
館
創
設
の
基
に
な
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
－
◎
ブ
目
、
彗
巨
O
O
q
①
）
（
一
六
四
四
－

一
七
一
五
）

　
テ
ン
プ
ル
の
地
元
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
生
れ
。
靴
職
人
に
弟
子
入
り

し
た
後
独
学
で
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
含
む
古
典
語
を
学
ぷ
。
ラ
イ
デ
ン

で
医
学
博
士
号
を
取
り
、
チ
ャ
ー
ル
，
ス
ニ
世
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世

の
宮
廷
医
と
な
る
。
怪
し
げ
な
予
言
を
含
ん
だ
暦
書
（
巴
ヨ
曽
－

塞
π
）
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
「
ビ
カ
ー
ス

タ
ッ
フ
・
ぺ
ー
パ
ー
ズ
」
と
よ
ば
れ
る
一
連
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

よ
っ
て
、
パ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
予
言
の
い
か
さ
ま
ぷ
り
を
徹
底
的
に
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攻
撃
し
た
。

サ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
（
ω
芋
雲
争
胃
o
里
曽
斥
・

目
o
冨
）
（
一
六
五
四
－
一
七
二
九
）

　
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
パ
ド
ヴ
ァ
に
学
び
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
と

ア
ン
女
王
の
侍
医
と
な
づ
た
。
十
七
・
十
八
世
紀
に
は
サ
ー
・
ト

マ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
や
ジ
冨
ン
・
ロ
ッ
ク
の
よ
う
に
、
本
業
以
上
に

他
の
分
野
で
活
躍
し
た
文
人
医
師
が
数
多
い
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー

は
そ
の
タ
イ
プ
の
い
わ
ば
劣
等
種
で
あ
る
。
退
屈
な
長
編
英
雄
詩

と
文
芸
批
評
で
知
ら
れ
る
が
、
『
桶
物
語
』
な
ど
に
お
い
て
再
三

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
囎
笑
の
的
と
な
っ
た
。

ダ
プ
リ
ン
時
代
（
一
七
一
四
－
一
七
四
五
）

　
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
時
代
の
ダ
ブ
リ
ン
は
、
医
学
・
医
療
の
面
で
著

し
い
発
展
を
み
た
。
医
学
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ダ
ブ
リ
ン
大
学
ト

リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
T
C
D
）
に
医
学
校
が
設
置
さ
れ

（
一
七
一
一
年
）
、
自
然
科
学
・
解
剖
学
・
植
物
学
・
化
学
の
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

お
よ
ぴ
医
学
教
授
の
職
が
創
設
さ
れ
た
。
医
療
組
織
と
し
て
は
、

王
立
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
医
師
会
（
↓
ま
寄
着
一
〇
〇
二
晶
①
O
｛
雲
｝
ω
7

0
5
冨
o
＝
篶
一
彗
o
）
（
以
下
R
C
P
I
）
が
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
生
ま

れ
た
一
六
六
七
年
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
ニ
世
の
特
許
状
を
得
て
誕
生
し

た
。
ダ
ブ
リ
ン
に
は
聖
メ
ア
リ
・
マ
グ
ダ
リ
ー
ン
組
合
と
呼
ぱ
れ

る
床
屋
外
科
医
組
合
が
十
五
世
紀
半
ば
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
十

七
世
紀
末
迄
に
こ
の
団
体
に
薬
店
主
と
婁
作
り
職
人
が
加
わ
っ
た
。

R
C
P
I
は
こ
の
国
で
二
番
目
の
医
療
従
事
者
の
団
体
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

初
代
会
長
ジ
ョ
ン
・
ス
タ
ー
ン
（
旨
；
睾
彗
；
）
（
ニ
ハ
ニ
四

－
ニ
ハ
六
九
）
が
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
政
権
時
に
組
織
し
た
医
師
友
愛

会
が
、
王
政
復
古
後
に
国
王
の
認
可
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
R
C

P
I
創
設
時
の
会
員
の
中
に
は
ダ
ウ
ン
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
と
呼
ば
れ

る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
最
初
の
正
確
な
土
地
測
量
の
責
任
者
と
し
て
、

ま
た
、
『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
政
治
的
解
剖
』
（
ニ
ハ
七
二
）
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

著
作
で
知
ら
れ
る
サ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
テ
ィ
（
望
『
峯
苧

＝
o
昌
霊
↓
q
）
（
一
六
二
三
1
：
ハ
八
七
）
も
い
た
。
ベ
テ
ィ
’
は

本
来
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
医
博
を
取
う
た
医
師
で
あ
り
、
ク
ロ
ム

ウ
ェ
ル
軍
の
軍
医
と
し
て
初
め
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
赴
い
た
が
、

数
学
と
実
務
の
才
能
に
も
長
け
て
い
た
た
め
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

土
地
再
配
分
政
策
の
責
任
者
と
し
て
起
用
さ
れ
た
。

　
ス
タ
ー
ン
の
死
後
、
R
C
P
I
を
支
え
た
人
物
の
ひ
と
り
は
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

1
・
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ダ
ン
（
望
『
勺
算
ユ
o
穴
o
巨
コ
）
（
一
六
四
二
－

一
七
ニ
ニ
）
で
あ
る
。
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
出
身
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・

カ
レ
ッ
ジ
の
学
寮
長
を
家
系
に
も
つ
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
地
に
は
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軍
医
総
監
と
し
て
初
め
て
赴
任
し
、
名
誉
革
命
時
に
は
ウ
ィ
リ
ア

ム
三
世
率
い
る
陸
軍
の
軍
医
総
監
に
任
命
さ
れ
、
死
ぬ
ま
で
こ
の

職
を
勤
め
た
。
R
C
P
I
の
会
長
を
数
度
勤
め
、
ま
た
、
ダ
ブ
リ

ン
の
上
流
階
級
の
間
で
最
も
信
頼
さ
れ
る
開
業
医
と
し
て
成
功
を

収
め
た
。
彼
の
遺
志
に
よ
り
R
C
P
ー
に
ダ
ブ
リ
ン
市
欽
定
医
学

教
授
職
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
、
彼
の
名
を
冠
し
た
病
院
が
作
ら
れ

た
。　

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
時
代
の
ダ
ブ
リ
ン
に
お
い
て
最
も
著
名
な
医
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脆
）

と
い
え
ば
サ
ー
・
ト
マ
ス
・
モ
リ
ノ
ー
（
ω
マ
↓
＝
o
目
鶉
ζ
◎
q
亨

害
x
）
（
ニ
ハ
六
一
－
一
七
三
三
）
で
あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政

府
の
役
人
の
家
系
に
生
ま
れ
、
T
C
D
を
卒
業
後
大
陸
に
渡
り
、

ラ
イ
デ
ン
大
学
で
医
学
を
学
ん
だ
が
、
こ
の
と
き
ジ
目
ン
・
ゴ
ヅ

ク
と
知
り
合
い
生
涯
の
友
人
と
な
る
。
そ
の
後
ロ
ン
ド
ン
、
オ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ
ヅ
ジ
で
当
時
の
主
だ
っ
た
科
学
者
た
ち

と
交
流
し
、
再
ぴ
ダ
ブ
リ
ン
に
戻
っ
て
医
博
を
取
得
し
R
C
P
I

会
員
と
な
る
。
T
C
D
医
学
教
授
、
数
度
に
わ
た
っ
て
の
R
C
P

I
会
長
、
軍
医
総
監
を
兼
任
し
た
。
モ
リ
ノ
ー
の
知
的
関
心
は
広

く
、
『
王
立
協
会
科
学
年
報
』
に
医
学
の
ほ
か
、
動
物
学
・
植
物

学
・
地
質
学
・
考
古
学
・
古
典
学
な
ど
に
関
す
る
記
事
を
寄
稿
し

て
い
る
。
兄
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
ト
マ
ス
に
劣
ら
ぬ
才
人
で
、
王
立

協
会
を
通
じ
て
活
躍
し
た
人
だ
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
に
お
い
て

は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
も
『
ド
レ
イ
ピ
ア
書
簡
』
（
一
七
二
四
－
五
）

の
中
で
言
及
し
て
い
る
こ
の
国
の
自
治
権
を
訴
え
た
『
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
国
情
』
（
ニ
ハ
九
八
）
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

モ
リ
ノ
ー
は
ダ
ブ
リ
ン
で
最
も
裕
福
な
開
業
医
で
も
あ
づ
た
。

ス
ウ
ィ
フ
ト
と
ダ
プ
リ
ン
の
病
院

　
ヘ
ン
リ
ー
八
世
に
よ
る
修
道
院
解
体
以
後
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

政
権
下
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
は
、
軍
人
の
た
め
の
療
養
施
設
王
立

キ
ル
メ
イ
ナ
ム
病
院
を
除
い
て
、
十
八
世
紀
初
め
ま
で
病
院
は
存

在
し
な
か
っ
た
。
こ
の
不
便
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
十
七

世
紀
末
頃
か
ら
本
格
化
し
、
一
七
一
八
年
に
、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
で

最
初
の
私
設
病
院
で
あ
る
慈
善
養
護
院
（
O
ぎ
『
ま
巨
巴
目
津
目
－

胃
く
）
が
開
設
さ
れ
た
。
以
後
の
五
〇
年
間
に
開
設
さ
れ
た
ダ
ブ

リ
ン
の
病
院
は
七
つ
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
三
つ
に
ス
ウ
ィ
フ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

は
管
理
委
員
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
。

　
一
七
一
四
年
に
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
ロ
ン
ド
ン
の
王
立
ベ
ツ
レ
ヘ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

病
院
、
通
称
ベ
ド
ラ
ム
の
管
理
委
員
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

ダ
ブ
リ
ン
の
諸
病
院
の
設
立
に
本
格
的
な
形
で
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
一
七
二
一
年
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
病
院
の
設
立
委
員
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会
に
加
わ
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
病
院
の
設
立
に
は

議
会
の
承
認
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
政
お
よ
び
ダ
ブ
リ
ン
市
政
に

お
け
る
要
人
た
ち
と
医
師
た
ち
か
ら
成
る
設
立
委
員
会
が
必
要
と

な
る
が
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
大
聖
堂
主
任
司
祭
と
し

て
、
初
め
は
公
的
な
形
で
諸
病
院
の
設
立
・
運
営
に
関
わ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

　
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
病
院
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ

（
雲
o
ぎ
a
卑
①
婁
彗
ω
）
（
ニ
ハ
五
四
－
一
七
一
〇
）
と
い
う
医

者
の
遺
志
に
よ
る
も
の
で
、
彼
は
全
財
産
一
万
二
干
ポ
ン
ド
を
設

立
の
た
め
の
基
金
と
し
て
遺
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
二
番
目
の

私
設
病
院
と
し
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
の
病
院
が
開
設
し
た
の
は
、

一
七
…
二
年
、
彼
の
死
か
ら
二
十
三
年
後
で
あ
っ
た
。
一
七
三
八

年
に
死
ん
だ
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
生
涯
の
友
人
ス
テ
ラ
（
エ
ス
タ
ー
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
）
は
、
こ
の
病
院
付
き
の
牧
師
を
雇
う
た
め
の
基
金

と
し
て
千
ポ
ン
ド
を
寄
付
す
る
旨
を
遺
言
に
し
た
た
め
た
。
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

す
る
よ
う
に
勧
め
た
の
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
て
興
味
深
い
の
は
、
万
が
一
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
ブ
ロ

テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
を
国
教
と
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
ス
テ
ラ

の
基
金
を
廃
止
す
る
と
い
う
条
項
を
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
加
え
た
ら
し

い
こ
と
で
あ
る
。
現
実
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
教
会
は
ス
テ
ラ
の

死
か
ら
百
四
十
年
後
、
グ
ラ
ソ
ド
ス
ト
ー
ン
内
閣
の
と
き
に
廃
止

さ
れ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
病
院
の
牧
師
職
も
廃

止
さ
れ
た
が
、
ス
テ
ラ
の
善
意
は
彼
女
の
名
を
冠
し
た
病
棟
の
設

置
と
い
う
形
で
以
後
も
保
た
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
ズ
病
院
は
建
物
の
老
朽
化
と
予
算
の
問
題
の
た
め
に
一
九
八

七
年
に
閉
鎖
さ
れ
、
現
在
。
そ
の
建
物
は
厚
生
省
の
役
所
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
。

　
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
病
院
の
設
立
に
最
も
尽
力
し
た
の
は
、
ス
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
釦
）

イ
フ
ト
と
ス
テ
ラ
の
旧
友
ト
マ
ス
・
プ
□
ウ
ピ
ー
（
↓
プ
o
8
竃

雫
o
耳
）
（
ニ
ハ
六
五
－
一
七
三
〇
）
で
あ
り
た
。
プ
ロ
ウ
ビ
ー

は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
き
っ
て
の
外
科
医
で
、
：
ハ
九
九
年
に
こ
の
国

の
陸
軍
外
科
医
長
に
任
命
さ
れ
た
が
、
彼
の
医
学
教
育
に
つ
い
て

の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
プ
ロ
ウ
ビ
ー
は
二
十
代
前
半
で
す
で
に

そ
の
腕
前
が
知
ら
れ
て
い
た
。
『
王
立
協
会
科
学
年
報
』
ニ
ハ
九

九
年
の
巻
に
は
、
彼
が
行
な
っ
た
女
性
の
膀
胱
か
ら
の
象
牙
の
櫛

の
摘
出
と
い
う
風
変
わ
り
な
手
術
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
記
事
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
者
が
外
科
学
に
関
し
て
発
表
し

た
も
の
と
し
て
は
最
初
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
ダ
ブ
リ
ン
を

訪
れ
た
ロ
ン
ド
ン
の
書
籍
商
で
著
述
家
の
ジ
目
ン
・
ダ
ン
ト
ン

（
旨
ま
o
…
吋
昌
）
は
、
そ
の
『
ダ
プ
リ
ン
見
聞
録
』
（
§
雨
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b
S
ミ
ぎ
ω
o
§
“
）
（
ニ
ハ
九
九
）
の
な
か
で
プ
ロ
ウ
ビ
ー
に
言
及

　
　
（
鎚
）

し
て
い
る
。
ダ
ン
ト
ン
は
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
図
書
館
を

見
学
し
た
際
、
そ
こ
に
陳
列
さ
れ
て
い
た
罪
人
の
解
剖
標
本
な
ど

の
珍
し
い
も
の
と
と
も
に
、
プ
ロ
ウ
ビ
ー
医
師
を
目
に
し
た
。
ダ

ン
ト
ン
の
案
内
者
に
よ
れ
ぱ
、
プ
ロ
ウ
ビ
ー
は
胆
石
手
術
の
名
人

で
、
そ
の
外
科
手
術
の
手
並
み
と
貧
し
い
人
々
に
対
す
る
奉
仕
に

よ
っ
て
知
ら
れ
る
医
師
で
あ
っ
た
と
い
う
。
プ
ロ
ウ
ビ
ー
は
軍
外

科
医
長
職
を
死
ぬ
ま
で
の
三
十
年
間
に
わ
た
う
て
勤
め
た
が
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎚
）

の
後
任
と
な
っ
た
の
は
娘
婿
の
ジ
ョ
ン
・
＝
コ
ル
ズ
（
旨
ま

；
g
〇
一
ω
）
（
生
年
不
詳
－
一
七
六
七
）
で
あ
づ
た
。
ニ
コ
ル
ズ

は
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
臨
終
に
立
ち
会
っ
た
医
師
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
最
も
親
し
く
付
き
合
う
た
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
独
）

師
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
ル
シ
ャ
ム
（
空
o
ぎ
a
＝
①
示
麦
冒
）
（
一

六
八
二
頃
－
一
七
三
八
）
で
あ
る
。
ヘ
ル
シ
ャ
ム
は
生
ま
れ
故
郷

に
あ
る
、
当
時
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
随
一
の
グ
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
あ

っ
た
キ
ル
ケ
ニ
ー
校
お
よ
ぴ
T
C
D
の
卒
業
生
で
、
そ
の
い
ず
れ

に
お
い
て
も
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
後
輩
で
あ
っ
た
。
T
C
D
で
は
数
学

講
師
、
自
然
哲
学
教
授
、
医
学
教
授
を
歴
任
し
、
ま
た
、
R
C
P

I
会
長
に
二
度
選
出
さ
れ
た
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
病
院
の
設
立
と

運
営
に
も
深
く
関
わ
っ
た
。
ヘ
ル
シ
ャ
ム
は
、
ア
ー
バ
ス
ノ
ッ
ト

の
よ
う
に
博
識
で
ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
て
陽
気
な
性
格
の
人
物
で
あ

っ
た
。
ヘ
ル
シ
ャ
ム
の
人
物
像
に
つ
い
て
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
親
友

ポ
ウ
プ
ヘ
の
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

　
こ
こ
に
才
知
が
あ
り
気
立
て
も
い
い
医
者
が
い
る
。
れ
っ
き
と

　
し
た
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
で
優
れ
た
学
者
だ
し
、
楽
に
暮
ら
せ
る

　
だ
け
の
財
産
も
あ
る
。
誰
に
対
し
て
も
親
切
で
、
友
人
も
多
く

　
彼
ら
を
よ
く
招
い
て
は
豪
率
な
も
て
な
し
を
す
る
。
八
人
か
ら

　
十
二
人
も
の
友
人
た
ち
と
、
ふ
ん
だ
ん
な
上
等
の
肉
と
ワ
イ
ン

　
で
も
ウ
て
タ
ベ
は
ト
ラ
ン
プ
に
興
じ
る
。
［
中
略
］
彼
は
誰
も

　
怒
ら
せ
た
り
し
な
い
し
、
誰
と
で
も
気
軽
に
付
き
合
え
る
。
こ

　
れ
こ
そ
本
当
に
幸
せ
な
男
で
は
な
い
か
い
。
［
中
略
］
こ
う
い

　
う
性
格
に
な
れ
る
な
ら
財
産
の
半
分
を
拠
っ
て
も
い
い
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
的
）

　
れ
で
も
や
は
り
自
分
の
好
み
で
は
な
い
。

ス
ウ
ィ
フ
ト
に
と
っ
て
、
ヘ
ル
シ
ャ
ム
は
第
二
の
ア
ー
バ
ス
ノ
ソ

ト
に
な
る
に
は
物
足
り
な
か
づ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
主
治
医

と
し
て
、
ま
た
、
友
人
と
し
て
信
頼
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
医
学
に
興
味
が
あ
っ
て
、
関
係
書
を
い
く
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

か
集
め
た
が
、
そ
の
一
部
を
ヘ
ル
シ
ャ
ム
に
贈
呈
し
て
い
る
。
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（
㎝
）

聖
パ
ト
リ
ッ
ク
病
院

　
ス
ウ
ィ
フ
ト
自
身
が
最
も
力
を
入
れ
た
の
は
、
狂
人
病
院
の
建

設
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
は
狂
人
専
用
の
収
容
施
設
は
当

時
ま
だ
無
か
っ
た
。
一
七
〇
〇
年
頃
か
ら
狂
人
病
院
設
立
の
計
画

が
持
ち
上
が
っ
て
は
い
た
が
、
難
航
し
て
い
た
。
こ
の
当
時
、
狂

人
た
ち
は
通
常
監
獄
に
入
れ
ら
れ
、
治
療
法
と
し
て
は
、
下
剤
・

鞭
打
ち
・
放
血
・
冷
水
浴
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
特
に
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
で
は
、
患
者
の
顔
だ
け
を
出
し
て
、
地
中
に
三
日
三
晩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

埋
め
て
お
く
と
い
う
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ダ
ブ
リ
ン

貧
民
院
に
は
、
一
七
〇
八
年
に
狂
人
た
ち
の
た
め
の
独
房
が
作
ら

れ
た
が
、
一
七
二
九
年
以
降
、
こ
の
施
設
は
捨
て
子
専
用
に
な
っ

て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
離
婚
や
遺
産
相
続
の
問
題
解
決
の
た

め
に
、
こ
の
施
設
が
悪
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
絡
ん
で
い
た
。

夫
や
妻
、
そ
し
て
、
遣
産
相
続
権
の
保
有
者
が
、
狂
人
と
「
称
し

て
」
施
設
に
送
り
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
の
で
、

施
設
の
収
容
能
力
は
ま
も
な
く
限
界
に
達
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
不
都
合
を
避
け
る
た
め
に
、
貧
民
院
は
狂
人
の

収
容
を
一
切
止
め
て
し
ま
っ
た
。
以
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
元

ダ
ブ
リ
ン
市
長
と
し
て
当
事
者
の
ひ
と
り
で
も
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
フ
ァ
ゥ
ン
ズ
（
峯
≡
討
昌
句
o
峯
篶
ω
）
が
一
七
三
二
年
に
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

ウ
ィ
フ
ト
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
記
し
て
い
る
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
が

狂
人
病
院
の
設
立
に
本
腰
を
入
れ
た
の
は
、
こ
の
頃
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
財
産
の
ほ
と
ん
ど
を
狂
人
病
院
の
設
立
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
（
ω
）

に
使
う
覚
悟
で
あ
ウ
た
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
計
画
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ン
ズ
病
院
や
マ
ー
サ
ー
病
院
の
よ
う
な
、
篤
志
家
の
手
で
作
ら
れ

た
病
院
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
た
。
前
述
の
フ
ァ
ウ
ン
ズ
の
手
紙
は
、

病
院
設
置
の
計
画
に
つ
い
て
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
意
見
を
求
め
た
の
に

答
え
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ァ
ウ
ン
ズ
は
、
寄
付
金
の
集

め
方
、
運
営
の
た
め
の
人
員
構
成
と
予
算
、
建
物
の
構
造
な
ど
の

点
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
の

計
画
が
遺
言
と
し
て
最
終
的
な
形
を
取
る
ま
で
に
は
、
ほ
ぽ
十
年

を
要
し
た
。
こ
の
間
、
用
地
の
取
得
の
問
題
は
、
特
に
ス
ウ
ィ
フ

ト
を
悩
ま
せ
た
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
狂
人
病
院
を
聖
パ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
隣
接
地
に
建
て
た
か
っ
た
の
だ
が
、
手
に
入
り
そ
う
な
土

地
は
こ
と
，
こ
と
く
地
主
た
ち
に
よ
っ
て
先
に
買
わ
れ
て
し
ま
う
。

後
に
彼
の
壇
言
執
行
人
の
ひ
と
り
と
な
る
ダ
ブ
リ
ン
市
裁
判
所
長

イ
ー
ト
ン
一
ス
タ
ナ
ー
ド
（
霊
↓
昌
望
彗
§
a
）
へ
の
手
紙
の

中
で
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
「
こ
の
付
近
の
田
舎
地
主
た
ち
は
、
売
れ

そ
う
な
土
地
を
い
つ
も
、
死
骸
を
見
る
カ
ラ
ス
の
よ
う
に
眺
め
て
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（
如
）

い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
陳
情
に
よ
っ
て
、
一
七

三
五
年
に
は
病
院
の
た
め
の
用
地
が
ダ
ブ
リ
ン
市
か
ら
与
え
ら

（
〃
）

れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
計
画
は
挫
折
し
た
か
に
み
え
る
。

と
い
う
の
は
、
二
年
後
の
一
七
三
七
年
に
な
っ
て
も
、
依
然
と
し

て
用
地
が
決
ま
ウ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
今
度

は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
病
院
の
管
理
委
員
た
ち
に
援
助
を
あ
お
い

で
い
る
。
こ
の
際
、
ヘ
ル
シ
ャ
ム
が
仲
介
を
務
め
た
が
、
翌
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
他
）

彼
の
死
に
よ
っ
て
、
計
画
は
再
ぴ
変
更
を
み
る
こ
と
に
な
づ
た
。

　
紐
余
曲
折
を
経
て
、
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
病
院
が
ブ
リ
テ
ン
諸
島
最

初
の
私
設
精
神
病
院
と
し
て
開
設
さ
れ
た
の
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の

死
後
の
一
七
五
六
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
病
院
は
通
称
「
ス
ウ
ィ
フ

ト
の
病
院
」
と
し
て
、
ダ
ブ
リ
ン
市
の
西
部
、
ギ
ネ
ス
・
ビ
ー
ル

エ
場
お
よ
び
旧
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
病
院
に
隣
接
す
る
場
所
で
現
在

で
も
運
営
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
縁
り
の
遺
晶
な
ど

が
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
同
時
代
に
ダ
プ
リ
ン
に
創
設
さ
れ
た
病
院

で
現
在
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
病
院
と
こ

れ
よ
り
十
年
ほ
ど
早
く
開
設
さ
れ
た
産
科
院
ロ
タ
ン
ダ
病
院
の
み

で
あ
る
。

　
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
導
言
の
中
で
、
医
師
を
志
す
い
と
こ
の
息
子
に
、

そ
の
教
育
費
と
し
て
百
ポ
ン
ド
を
遺
し
、
ま
た
、
医
学
関
係
の
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
似
）

書
を
遺
贈
し
た
。
こ
の
親
戚
は
ジ
ョ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ
イ

（
旨
ヨ
ミ
巨
訂
幸
黛
）
（
一
七
二
三
－
一
七
九
八
）
と
い
い
、
ス

ウ
ィ
フ
ト
の
検
死
解
剖
を
行
っ
た
ほ
か
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
外
科
医

師
会
の
第
二
代
会
長
と
な
り
、
ま
た
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
病
院
の
訪
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

外
科
医
を
四
十
年
間
に
わ
た
っ
て
勤
め
た
。
精
神
病
院
建
設
の
動

機
は
不
明
だ
が
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
医
療
へ
の
関
心
は
後
世
に
確
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鮎
）

に
引
き
継
が
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

（
1
）
　
－
U
－
声
奉
己
o
窃
ω
一
㌧
雪
9
o
ミ
o
、
§
⑮
亀
o
s
ミ
9
ミ
§
砧

s
、
§
凄
ざ
ざ
婁
o
、
寺
g
8
；
、
－
§
山
o
竃
（
向
g
目
σ
昌
胴
三
向
俸

　
ω
＝
く
ぎ
o
q
g
o
冨
二
㊤
3
）
一
〇
．
二
〇
．

（
2
）
　
ロ
ン
ド
ン
に
は
聖
パ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
、
聖
ト
マ
ス
、
ベ
ツ
レ
ヘ

　
ム
の
各
病
院
が
修
道
院
の
解
体
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
十
八
世

紀
前
半
に
創
設
さ
れ
た
も
の
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
（
一
七
一

　
九
）
、
ガ
イ
（
一
七
二
五
）
、
聖
ジ
目
ー
ジ
（
一
七
三
三
）
、
ロ
ン
ド

　
ン
（
一
七
四
〇
）
、
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
（
一
七
四
五
）
、
聖
ル
ー
ク

　
（
一
七
五
一
）
で
あ
る
。
霊
ロ
ミ
9
昌
写
彗
O
O
～
雲
o
昌
宵
雪
σ
－

　
σ
彗
戸
＆
閉
．
一
§
o
■
o
；
、
o
ミ
事
ξ
o
－
§
§
§
s
（
－
昌
ま
三
…
竃
－

邑
昌
彗
し
o
o
o
ω
）
．
、
…
＆
巨
篶
三
■
昌
o
昌
．
．
お
よ
び
各
病
院
の
項

参
照
。
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
も
ロ
ン
ド
ン
案
内
の
中
で
こ
れ
ら
の

病
院
に
触
れ
て
い
る
。
勺
。
Z
．
向
…
σ
彗
珂
ミ
。
宛
。
O
考
雪
蜆
彗
α
＞
．

－
O
〇
一
』
7
o
P
o
O
ω
’
－
）
S
S
｝
⑮
－
　
S
砧
ざ
由
、
㌧
　
■
o
S
、
§
『
e
E
喧
き
い
き
o

　
彗
o
ざ
宕
ざ
ミ
、
o
、
勇
ユ
§
ぎ
（
－
o
目
匡
〇
三
く
巴
①
o
巾
一
冨
旨
）
一
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o
o
．
－
①
N
．
｛
．

　
　
　
十
八
世
紀
前
半
に
ダ
ブ
リ
ン
に
作
ら
れ
た
病
院
は
慈
善
養
護
院

　
（
一
七
一
八
）
、
孤
児
病
院
（
一
七
三
〇
）
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
（
一

　
七
三
三
）
、
マ
ー
サ
ー
（
一
七
三
四
）
、
不
治
の
病
人
の
た
め
の
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襲
わ
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述
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。
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わ
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こ
の
ほ
か
の
ダ
ブ
リ
ン
の
医
師
た
ち
を
挙
げ
て
お
く
。
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晩
年
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
主
治
医
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
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イ
デ
ン
と
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．
C
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1
会
長
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度
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軍
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欽
定
医
学
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ス
ウ
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フ
ト
と
親
し
か
っ
た
グ
ラ
タ
ン
七
兄
弟
の
ひ
と
り
。
「
町

の
半
分
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す
か
治
す
か
す
る
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と
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ウ
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フ
ト
が
評
し
た
ほ
ど
開

業
医
と
し
て
成
功
し
た
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授
を
二
十
七
年
間
勤
め
る
。
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友
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ス
テ
ラ
の
医
師
で
、
『
ス
テ
ラ
ヘ
の
書
簡
』
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
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